
【発 行】
７通信大隊第１係

大隊長要望事項

「有事必通」
「進化無限」

令和６年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１３号（１）

《大隊長要望事項》 大

隊

は

、

令

和

六

年

九

月

二

十

四

日

か

ら

二

十

六

日

ま

で

の

間

、

師

団

訓

練

検

閲

を

受

閲

し

た

。

百

六

十

六

名

の

隊

員

が

、

師

団

通

信

訓

練

か

ら

引

き

続

く

、

連

続

状

況

下

に

お

い

て

、

大

隊

長

要

望

事

項

「

飽

く

な

き

追

求

」

「

基

本

基

礎

の

徹

底

」

「

Ｂ

ｌ

ｕ

ｅ

Ｓ

ｐ

ｉ

ｒ

ｉ

ｔ(

通

信

魂)

」

略

し

て

『

Ａ

Ｋ

Ｂ

大

作

戦

』

を

胸

に

検

閲

に

望

み

任

務

果

た

し

た

。

道

央

～

道

東

往

復

約

９

０

０

㎞

移

動

伴

う

過

酷

な

状

況

下

で

は

あ

っ

た

が

、

大

き

な

事

故

も

な

く

任

務

が

果

た

せ

た

の

は

こ

れ

ま

で

の

訓

練

成

果

と

隊

員

一

人

一

人

の

任

務

達

成

に

対

す

る

思

い

の

結

果

で

あ

る

。

一
面

師
団
訓
練
検
閲
受
閲

二
面

第
30
代
第
２
通
信
中
隊
長
着
任
、
師
団
長
初
度
視
察
、
駐
屯
地
司
令
褒
賞
受
賞

三
面

令
和
６
年
度
大
隊
持
続
走
競
技
会
、
Ａ
Ｃ‐

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

四
面

師
団
創
立
記
念
、
三
曹
昇
任
行
事

五
面

昇
任
、
指
定
、
人
事
往
来
、
賞
詞
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
に
ご
注
意
、
ご
家
族
の
皆
様
へ
、

稲
妻
会
便
り
、
栄
典
業
務
、

師団訓練検閲任務完遂

大隊本部移動中

Ｍ指揮所

２中搬送

２中電交

本管中隊長１．２中隊長

大隊指揮所

１中信務無線

本中指揮所

モデム設置中



令和６年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１３号（２）

師団長に状況報告

第３０代第２通信中隊長着任

着任中隊長

駐
屯
地
司
令
褒
賞

師
団
長
初
度
視
察

大
隊
は
、
令
和
六
年
六
月
十
八

日
（
火
）
第
七
師
団
長
松
永
陸
将

の
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。

大
隊
長
、
最
先
任
上
級
曹
長
の

出
迎
え
で
始
ま
り
、
記
念
撮
影
、

状
況
報
告
に
続
き
隊
舎
を
巡
視
し

隊
員
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
等

精
力
的
に
部
隊
の
現
況
を
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
装
備
品
等
の
現
況

を
直
接
確
認
し
た
い
と
所
望
さ
れ

七
月
二
十
五
日
（
木
）
に
各
中
隊

器
材
庫
を
巡
視
し
、
稼
働
率
等
の

現
況
を
確
認
さ
れ
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た

本
部
管
理
中
隊
、
谷
二
曹
、
藤

本
三
曹
は
東
千
歳
駐
屯
地
記
念
行

事
の
映
像
編
集
及
び
子
供
に
大
人

気
で
あ
っ
た
「
缶
バ
ッ
チ
」
の
製

作
に
尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

令
和
六
年
六
月
二
〇
日
（
木
）
に

駐
屯
地
司
令
よ
り
褒
賞
を
受
賞
し

た
。

巡視（勤務隊舎） 巡視（生活隊舎）

巡視（本中器材庫） 巡視（１中器材庫） 巡視（２中駐車場）

前中隊長 上野１尉は通信学校
（久里浜）に御栄転されました。

平成１５年４月 第３教育連隊
１５年７月 北部方面通信群（札幌）
１５年９月 第３０２基地通信中隊（帯広）
１７年３月 第３０２基地通信中隊釧路派遣隊
２４年３月 第３０２基地通信中隊（帯広）
２７年３月 北部方面後方支援隊

令和 ２年３月 第七師団司令部（第４部）
４年３月 北部方面総監部装備部
６年８月 現職

高島１尉 略歴

離任中隊長

よろしく
お願いします

「練磨・即応」

要望事項

着
任
の
辞

只
今
か
ら
、
第
二
通
信
中
隊
の
指
揮
を
高
島
一
尉
が

執
る
。

陸
自
唯
一
の
機
甲
師
団
の
指
揮
運
用
に
必
要
な
共
用

通
信
網
の
構
成
を
主
た
る
任
務
と
す
る
第
２
通
信
中
隊

の
長
と
し
て
本
日
、
こ
こ
に
着
任
で
き
た
こ
と
は
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
る
。

皆
も
承
知
の
と
お
り
、
現
在
、
我
々
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
は
、
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
す
と
と
も
に

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
豪
雨
災
害
や
信
愛
な
ど
、
い

つ
ど
こ
で
何
が
あ
っ
て
も
速
や
か
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
通
信
分
野

に
求
め
ら
れ
る
期
待
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
中
隊
長
上
番
す

る
に
あ
た
り
、

要
望
事
項
を
「
練
磨
・
即
応
」
と
す
る

日
々
進
化
す
る
シ
ス
テ
ム
通
信
分
野
に
対
応
す
る
た
め

今
あ
る
知
識
を
よ
り
一
層
深
め
、
新
し
い
こ
と
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。
技
術
を
磨
き
、
そ
れ
を
遺
憾
な
く
発

揮
す
る
。
ま
た
、
常
日
頃
か
ら
物
心
両
面
の
準
備
を
整

え
、
い
か
な
る
状
況
に
も
速
や
か
に
反
応
、
柔
軟
に
対

処
す
る
。
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
や
っ
て
み
る

中
隊
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
ろ
う
。

以
上
、
着
任
に
あ
た
り
所
信
の
一
端
を
述
べ
た
が
、

私
は
、
常
に
諸
官
の
前
に
立
ち
、
一
緒
に
汗
を
流
し
、

職
務
に
ま
い
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
、
着
任
の
辞

と
す
る
。

令
和
六
年
八
月
一
日

第
二
通
信
中
隊
長

一
等
陸
尉

高

島

徹



令和６年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１３号（３）

令和６年度「大隊持続走競技会優勝」本部管理中隊

大
隊
は
、
令
和
六
年
七
月
二
十
三
日
（
火
）
及
び
二
十
四
日
（
水
）
の

二
日
間
、
令
和
六
年
度
大
隊
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
、
本
部
管
理
中

隊
が
中
隊
対
抗
の
部
二
連
覇
を
達
成
し
た
。

本
競
技
会
で
は
、
駐
屯
地
に
所
在
す
る
シ
ス
テ
ム
通
信
科
職
種
の
隊

員
（
第
三
一
三
基
地
通
信
中
隊
・
第
三
〇
二
電
子
戦
中
隊
・
第
七
後
方

支
援
連
隊
・
第
一
高
射
特
科
群
）
30
名
が
参
加
し
、
全
員
完
走
す
る
と

と
も
に
Ｏ
Ｂ
も
応
援
に
駆
け
つ
け
そ
れ
ぞ
れ
親
睦
及
び
連
携
強
化
を

図
っ
た
。

２０代から５０代及び
女性自衛官第１位の隊員

駅伝の部第１位
本管中メンバー

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
通
り

【
総
合
】

第
１
位

本
部
管
理
中
隊

第
２
位

第
２
通
信
中
隊

第
３
位

第
１
通
信
中
隊

【
個
人
走
の
部
】

第
１
位

第
１
通
信
中
隊

第
１
位

第
２
通
信
中
隊

第
３
位

本
部
管
理
中
隊

【
駅
伝
の
部
】

第
１
位

本
部
管
理
中
隊

第
２
位

第
２
通
信
中
隊

第
３
位

第
１
通
信
中
隊

【
年
代
別
の
部
】

20
代

２
中

菅
原
三
曹

30
代

本
中

鑓
河
内
二
曹

40
代

本
中

長
谷
川
二
曹

50
代

本
中

竹
田
曹
長

女
性
自
衛
官

本
中

田
中
一
尉

【
陸
士
の
部
】

第
１
位

１
中

松
井
一
士

第
２
位

１
中

松
浦
（
洋
）
士
長

第
３
位

２
中

朝
田
士
長

第
４
位

１
中

福
田
士
長

第
５
位

２
中

中
村
士
長

競技参加者と記念撮影

Ａ
Ｃ
❘
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

ＡＣ－ＴＥＳＣ統裁部
地域

現場指導する大隊長

戦車を撮影する写真班 音声を確認する拡声班員

大
隊
は
、
令
和
六
年
六
月
四
日
（
火
）
か
ら
二

十
四
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
北
大
演
（
恵
庭
・
島

松
地
区
）
で
行
わ
れ
た
。
近
接
戦
闘
訓
練
（
Ａ
Ｃ

❘
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
に
統
裁
部
通
信
隊
と
し
て
参
加
し

た
。
訓
練
間
、
参
加
人
員
に
欠
員
を
出
す
事
な
く
、

訓
練
に
必
要
な
無
線
通
信
、
映
像
、
写
真
、
拡
声

等
の
任
務
を
完
遂
、
長
期
間
で
は
あ
っ
た
が
集
中

力
を
切
ら
さ
ず
本
訓
練
に
寄
与
し
た
。

電源交換をする隊員

現場指導する最先任

令和６年度大隊持続走競技会

第１位から第５位の陸士

受賞された方、 おめでとうございます！



令和６年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１３号（４）

第７師団創隊６９周年東千歳駐屯地創立７０周年

大
隊
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
六
日
（
日
）
東

千
歳
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
第
七
師
団
創

隊
六
十
九
周
年
及
び
東
千
歳
駐
屯
地
創
立
七
十
周

年
記
念
行
事
に
参
加
し
た
。

一
般
開
放
と
な
っ
た
記
念
行
事
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
祝
賀
式
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
等
は
予

定
ど
お
り
行
わ
れ
、
戦
車
試
乗
及
び
装
備
品
展
示

会
場
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

ま
た
、
拡
声
支
援
、
通
信
支
援
等
の
任
務
を
完

遂
し
、
本
記
念
行
事
の
成
功
に
寄
与
し
た
。

大隊長筆頭に記念行事に参加する大隊

観閲行進中

野外電話機体験で通話を楽しむ家族 綿あめを作る隊員家族

三
曹
昇
任
行
事

大
隊
は
、
令
和
六
年
七
月
九
日
（
火
）
に
、

「
三
曹
昇
任
行
事
」
を
行
っ
た
。
早
朝
の
非

常
呼
集
か
ら
始
ま
り
命
令
下
達
後
、
完
全
武

装
の
状
態
で
四
キ
ロ
を
走
り
抜
き
、
大
隊
正

面
玄
関
前
に
お
い
て
、
陸
曹
と
し
て
の
決
意

を
誓
っ
た
。

そ
の
後
、
昇
任
行
事
に
て
大
隊
長
か
ら
階

級
章
の
授
与
を
受
け
、
三
名
の
隊
員
が
陸
曹

の
仲
間
入
り
を
し
た
。

昇任おめでとう
ございます！

二中 小松三曹 一中 秋山三曹 一中 堀江三曹

隊員に迎えられた昇任者三名

大隊長から階級章受領
した昇任者三名

戦車試乗する隊員家族師団長に敬礼する大隊長

くじを引く隊員家族



昇

任

栄

典

業

務

死
亡
叙
勲
に
関
す
る
手
続
き
及
び
お
願
い

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
現
職
中
の

功
績
と
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
方
は
叙

勲
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
死
亡
叙
勲
に
付
き
ま
し
て
は
、
御
遺

族
か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
期
間
が
限
ら

れ
て
お
り
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
叙
勲
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
万
が
一
、
御

本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡
日

を
含
め
５
日
以
内
に
最
寄
り
の
防
衛
省
各
機

関
、
部
隊
等
へ
連
絡
す
る
こ
と
を
御
家
族

共
々
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
元
隊
員
の
死
亡
情
報
を
知
り
得
た

場
合
も
、
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併

せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和６年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１３号（５）

指

定

陸
曹
候
補
生

〈
第
一
八
期
一
般
陸
曹
候
補
生
〉

一
中

士
長

佐
々
木

竜

輝

〈
陸
曹
候
補
生
〉

一
中

士
長

江

口

駿

介

同

同

松

浦

亜
由
美

以
上
令
和
六
年
七
月
一
日
付

指
定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人

事

往

来

（
三
等
陸
佐
へ
）

大
本

一
尉

小

森

洋

輔

（
一
等
陸
尉
へ
）

大
本

二
尉

木

村

祐

太

同

同

稲

垣

拓

実

（
二
等
陸
尉
へ
）

本
中

三
尉

蛭

田

一

寿

二
中

同

室

本

将

宏

同

同

佐

藤

唯

仁

（
三
等
陸
尉
へ
）

本
中

曹
長

畑

嶋

悌

和

（
陸
曹
長
へ
）

本
中

一
曹

竹

田

浄

司

二
中

同

武

田

智

昭

（
一
等
陸
曹
へ
）

本
中

二
曹

鶴

賀

勇

介

（
二
等
陸
曹
へ
）

本
中

三
曹

伊

藤

圭

二

同

同

石

山

良

太

同

同

谷

米

史

一
中

同

倉

富

崇

（
三
等
陸
曹
へ
）

一
中

士
長

秋

山

凌

雅

同

同

堀

江

龍

輝

二
中

同

小

松

拓

実

以
上
令
和
六
年
七
月
一
日
付

昇
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
転

出
）

シ
ス
テ
ム
通
信
・
サ
イ
バ
ー
学
校
（
久
里
浜
）
へ

二
中

一
尉

上

野

健
太
郎

旭
川
駐
屯
地
業
務
隊
（
旭
川
）
へ

二
中

三
尉

杉

本

憲

治

第
六
通
信
大
隊
（
神
町
）
へ

一
中

曹
長

佐

藤

志

津

シ
ス
テ
ム
通
信
・
サ
イ
バ
ー
学
校
（
久
里
浜
）
へ

本
中

二
曹

木

村

匡

宏

東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
立
川
）
へ

本
中

二
曹

石

田

拓

也

第
十
四
通
信
隊
（
善
通
寺
）
へ

二
中

三
曹

林

正

弘

情
報
学
校
（
小
平
）
へ

二
中

三
曹

大
久
保

勇

矢

（
転

入
）

北
部
方
面
総
監
部
（
札
幌
）
か
ら

二
中

一
尉

高

島

徹

第
七
師
団
司
令
部
（
東
千
歳
）
か
ら

大
本

一
尉

笹

川

明

ＳＮＳでの情報発信にご注意を！！

昨日から通信大隊は南の
島で２週間訓練みたい。

ＳＮＳ：フェイスブック、
X、インスタグラム、
ユーチューブ、ライン等

コイツは自衛官
か。ヒヒ
ヒ・・・

ＳＮＳを介した
情 情報収集

ＳＮＳに私的な内容を投
稿する場合は、職務上の行
動予定等を含んでいないか
事前に確認をお願いします。

今晩は、みんなで飲み会
本場の黒糖焼酎は最高！！

隊 員

ご家族

『
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
へ
』

大
隊
は
、
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
飲
酒
運
転

は
、
殺
人
行
為
」
で
す
。
不
幸
な
隊
員
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
ご
家
族

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

賞

詞

第
七
師
団
長
表
彰

第
三
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

二
中

一
尉

上

野

健
太
郎

第
四
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

本
中

二
曹

木

村

匡

宏

第
七
通
信
大
隊
長
表
彰

第
四
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

一
中

曹
長

佐

藤

志

津

第
四
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

本
中

二
曹

石

田

拓

也

二
中

三
曹

林

正

弘

同

同

大
久
保

勇

矢

第
五
級
賞
詞
（
業
務
改
善
）

二
中

三
尉

杉

本

憲

治

第
五
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

一
中

二
曹

牧

野

桂

一

第
五
級
賞
詞
（
隊
員
自
主
募
集
）

大
本

三
佐

吉

住

健

介

同

二
尉

金

平

琢

磨

一
中

一
曹

小

松

礼

二

同

同

安

藤

武

志

同

士
長

松

浦

亜
由
美

同

同

齋

藤

澪

藍

♡こんにちは赤ちゃん♡

瑚采（こと）ちゃん
６年６月２５日生

（１中 林２曹 長女）

和葉（かずは）ちゃん
６年８月１９日生

（２中 板垣３曹 長女）

十
月
に
入
り
秋
も
深
ま
る
中
、
五
月
か
ら

始
ま
っ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
も
今
月
の
十

三
日
で
最
終
戦
（
つ
ば
さ
公
園
）
で
行
わ
れ

ま
す
。

栄
冠
は
誰
の
手
に
輝
く
の
で
し
ょ
う
か
？

結
果
は
十
九
日
の
稲
妻
会
観
楓
会
（
グ
ラ
ン

テ
ラ
ス
千
歳
）
十
九
時
に
て
発
表
さ
れ
ま
す

参
加
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

稲
妻
会
便
り


